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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  ２つの画像を同一のモニタに表示する場合、
互いの画面が隠れないで表示できる内視鏡装置を提供す
る。
【解決手段】  内視鏡３に装着されたＴＶカメラ１７内
には広角光学系の結像位置に配置されたＣＣＤ１８ａ
と、拡大光学系２４を介しての結像位置で、かつ移動機
構２６により移動自在となるＣＣＤ１８ｂとが配置さ
れ、それらの撮像出力はＣＣＵ１９により信号処理さ
れ、その内部の映像ミキサ部を経て混合され、両ＣＣＤ
１８ａ、１８ｂの撮像面の３：４の縦横比よりも横長と
なる９：１６の縦横比の表示面２１ａを有するモニタ２
１に、ＣＣＤ１８ａによる画像Ｇ１を縦サイズ一杯に表
示し、残りの表示部分にＣＣＤ１８ｂによる画像Ｇ２を
その縦横比のサイズを縮小することにより横方向に隣接
して表示し、互いの画像が隠れるようなことなく表示で
きるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡に設けた２つの撮像素子で撮像し
た２つ画像を、表示装置の同一の表示面に同時に表示す
る内視鏡装置において、
表示装置の表示面の縦：横のアスペクト比を２つの撮像
素子の撮像面のアスペクト比よりも横長にして、一方及
び他方の撮像素子の撮像面でそれぞれ撮像された第１及
び第２画像とを前記表示面の横方向の表示面に略一杯と
なるように、少なくとも一方の画像の表示サイズを、そ
のアスペクト比を保持して変更可能としたことを特徴と
する内視鏡装置。
【請求項２】  前記第１及び第２画像における少なくと
も一方の画像は前記表示面の縦方向のサイズ一杯に表示
されるようにしたことを特徴とする請求項１記載の内視
鏡装置。
【請求項３】  前記２つの撮像素子における一方の撮像
素子は、移動機構により撮像面の位置が移動可能である
請求項１記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は複数の撮像出力を同
一の表示装置に表示する内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡は医療用分野及び工業用分
野において広く使用されるようになった。この場合、撮
像素子を内蔵或いは外付けすることにより、モニタ画面
を観察することにより、内視鏡検査を行うことができる
し、ＶＴＲ等により、画像を簡単に記録したり、再生す
ることができる。
【０００３】また、例えば特開平８－３３６４９７にお
いて、外科手術を行い易いように、広角画像を得るため
の電荷結合素子（ＣＣＤと略記）及びこのＣＣＤに対す
る信号処理を行うカメラコントロールユニット（ＣＣＵ
と略記）からの出力と、拡大画像を得るためのＣＣＤ及
びＣＣＵからの出力を切り換えて表示する内容が開示さ
れている。また、上記特開平８－３３６４９７及び特開
平９－２８６６３には広角画像と拡大画像を親子画面で
表示する内容が開示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】広角画像と拡大画像を
親子画面で表示する場合、ＣＣＤと表示装置の画面の縦
横比が同じだと親画面の一部が隠れてしまうという問題
があった。
【０００５】（発明の目的）本発明は、広角画像と拡大
画像等の２つの画像を同一のモニタに表示する場合でも
互いの画面が隠れないで表示できる内視鏡装置を提供す
ることを目的とする。
【０００６】さらに、撮像素子と表示装置の縦：横比が
異なる場合、表示装置の画面を有効に使用できる内視鏡
装置を提供することを目的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】内視鏡に設けた２つの撮
像素子で撮像した２つ画像を、表示装置の同一の表示面
に同時に表示する内視鏡装置において、表示装置の表示
面の縦：横のアスペクト比を２つの撮像素子の撮像面の
アスペクト比よりも横長にして、一方及び他方の撮像素
子の撮像面でそれぞれ撮像された第１及び第２画像とを
前記表示面の横方向の表示面に略一杯となるように、少
なくとも一方の画像の表示サイズを、そのアスペクト比
を保持して変更可能としたことにより、２つの画像同じ
表示面に画像の一部が隠れるようなことなく表示できる
ようにしている。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図９は本発明の１実施
の形態に係り、図１は１実施の形態の内視鏡装置の全体
構成を示し、図２は内視鏡及びＴＶカメラの内部構成を
示し、図３はＴＶカメラ及び処置具の操作指令スイッチ
の構成例を示し、図４は視野移動制御装置に設けた操作
指令スイッチの構成例を示し、図５はカメラコントロー
ルユニットの電気処理系の構成を示し、図６は２つの撮
像素子による撮像範囲を示し、図７はモニタの表示面に
よる画像の表示の詳細を示し、図８及び図９は変形例に
おける画像の表示例を示す。
【０００９】図１に示す内視鏡装置１は患者の腹部２等
の体腔内に挿入される硬性内視鏡（単に内視鏡と略記）
３を有し、この内視鏡３は腹部２に刺入されるトラカー
ル４ａを介してその硬質製で細長の挿入部５が挿入され
る。また、この腹部２における他の位置には別のトラカ
ール４ｂを介して鉗子等の処置具６が刺入される。この
処置具６の手元側にはハンドル部６ａが設けてあり、こ
のハンドル部６ａを開閉操作することにより、その先端
の処置部６ｂを遠隔的に開閉して、切除などの処置を行
えるようにしている。
【００１０】上記内視鏡３の挿入部５の後端側の把持部
に設けたライトガイド口金７はライトガイドケーブル８
を介して光源装置９に接続される。そして、光源装置９
から供給される照明光をライトガイドケーブル８を介し
てライトガイド口金７に供給する。
【００１１】図２に示すように、このライトガイド口金
７に供給された照明光は内視鏡３の内部のライトガイド
１１より照明光を伝送し、挿入部５の先端部の照明窓か
ら前方に出射し、患部等の被写体１２側を照明する。
【００１２】この照明窓に隣接して観察窓が設けられ、
観察窓に取り付けた対物レンズ１３により照明された被
写体１２の光学像が結像され、その光学像はリレーレン
ズ系１４により、挿入部５の後端側の接眼部１５に伝送
される。この接眼部１５の接眼窓に設けた接眼レンズ１
６により、拡大観察が可能であると共に、この接眼部１
５にはＴＶカメラ１７が着脱自在で装着され、ＴＶカメ
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ラ外付け方式の（撮像素子を備えた）内視鏡が形成され
る。
【００１３】図１にも示すようにこのＴＶカメラ１７に
は２つの電荷結合素子（ＣＣＤと略記）１８ａ、１８ｂ
が内蔵され、２つのＣＣＤ１８ａ、１８ｂで撮像された
信号はカメラコントロールユニット（ＣＣＵと略記）１
９に入力され、映像信号が生成される。その映像信号は
モニタ２１に入力され、そのモニタ２１の表示面２１ａ
に２つのＣＣＤ１８ａ、１８ｂで撮像した内視鏡画像Ｇ
１，Ｇ２を同時に表示できるようにしている。
【００１４】また、図２に示すようにＴＶカメラ１７の
内部には、接眼レンズ１６に対向して、その光軸上にハ
ーフミラー２２が配置され、このハーフミラー２２で反
射された光路上には、例えば広角結像光学系（広角光学
系と略記）２３が配置され、その結像位置には第１のＣ
ＣＤ１８ａが配置されている。なお、ハーフミラー２２
の代わりにプリズムによるビームスプリッタ等の光学素
子でもよい。
【００１５】また、ハーフミラー２２を透過した光路上
には、例えばズーム光学系で構成された拡大光学系２４
が配置され、その結像位置には第２のＣＣＤ１８ｂが配
置されている。拡大光学系２４は（拡大光学系）駆動モ
ータ２５により、拡大光学系２４の光軸Ｏの方向（図２
に示すように座標系を設定した場合にはＺ方向）に移動
され、ＣＣＤ１８ｂの撮像面に結像される像の倍率を変
更できるようにしている。
【００１６】この場合、駆動モータ２５はＴＶカメラ１
７のケーシング３０に固定台３１を介して固定され、こ
の駆動モータ２５の回転軸にはボールネジが取り付けら
れ、このボールネジを回転することにより、このボール
ネジに螺合するネジ孔を設けたスライド台３２に取り付
けられた（拡大光学系２４を取り付けた）レンズ枠を光
軸Ｏの方向に移動できるようにしている。なお、スライ
ド台３２は固定台３１に当接して、光軸Ｏと平行な方向
にのみ移動するように規制されている。
【００１７】また、ＴＶカメラ１７には移動機構２６が
設けてあり、この移動機構２６によりＣＣＤ１８ｂの取
付け基板を光軸Ｏと直交する平面に沿って２次元的に移
動させることができるようにしている。この移動機構２
６は例えば図２に示すように２つの駆動モータ２７ａ、
２７ｂを備えて構成されている。図２に示す座標系の場
合、駆動モータ２７ａを駆動すると、ＣＣＤ１８ｂを紙
面に垂直なＸ方向に移動することができる。また、駆動
モータ２７ｂを駆動すると、ＣＣＤ１８ｂを上下方向と
なるＹ方向に移動することができる。
【００１８】より詳しく説明すると、駆動モータ２７ａ
は固定台３３を介してＴＶカメラ１７のケーシング３０
に固定され、駆動モータ２７ａの回転軸の回転により、
その回転軸に取り付けたボールネジと螺合するネジ孔を
設けた保持部材３４がＸ方向に移動され、この保持部材
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３４に固定された駆動モータ２７ｂと共に、ＣＣＤ１８
ｂはＸ方向に移動される。
【００１９】また、保持部材３４に固定された駆動モー
タ２７ｂの回転軸を回転させることにより、その回転軸
に連結したボールネジと螺合するネジ孔を設けたスライ
ド台３５がＹ方向に移動する。このスライド台３５はＣ
ＣＤ１８ｂを取り付けた基板の裏面に取り付けられ、従
って駆動モータ２７ｂの回転により、ＣＣＤ１８ｂがＹ
方向に移動する。
【００２０】なお、図２に示す移動機構２６以外にも、
ＣＣＤ１８ｂをＸＹステージに装着し、そのＸＹステー
ジをＸＹステージ駆動用アクチュエータ、例えばＤＣサ
ーボモータ、ステッピングモータ、ボイスコイルモータ
等により駆動するようにしても良い。
【００２１】前記駆動モータ２５及び駆動モータ２７
ａ、２７ｂは視野移動制御装置（図１参照）２８とケー
ブルを介して接続され、ＴＶカメラ１７に設けた操作指
令スイッチＳＷ、処置具６のハンドスイッチ部６ｃに設
けた操作指令スイッチＳＷ等を操作することにより、そ
の操作指令信号が視野移動制御装置２８に入力され、こ
の視野移動制御装置２８はその操作指令信号に応じて対
応するモータを駆動して、拡大光学系２４の拡大倍率の
変更や視野変更を行うことができるようにしている。
【００２２】なお、図１に示すように内視鏡３はその把
持部が多関節構造の内視鏡保持具２９によって３次元的
に移動可能に保持されている。また、ＣＣＵ１９は光源
装置９と接続され、映像信号のレベルから調光用の信号
を光源装置９に送り、照明光量を制御できるようにして
いる。
【００２３】図３（Ａ）はＴＶカメラ１７を示す。この
ＴＶカメラ１７のケーシング３０の外面には拡大光学系
２４に対して拡大側に設定するＴＥＬＥスイッチ３６
ａ、広角側に設定するＷＩＤＥスイッチ３６ｂと、視野
移動を行うための視野移動用ジョイスティック３７ａ、
中心点復帰用のＣＥＮＴＥＲスイッチ３７ｂがそれぞれ
設けられている。
【００２４】また、図３（Ｂ）は処置具６の手元側に設
けられているハンドスイッチ部６ｃの詳細図である。こ
のハンドスイッチ部６ｃには、拡大光学系２４に対して
拡大側に設定するＴＥＬＥスイッチ３８ａ、広角側に設
定するＷＩＤＥスイッチ３８ｂと、視野移動を行うため
の視野移動用ジョイスティック３９がそれぞれ設けられ
て、操作指令スイッチＳＷが構成されている。
【００２５】また、図４は視野移動制御装置２８のフロ
ントパネル部４１を示すものである。この視野変換制御
装置２８のフロントパネル部４１には、拡大光学系２４
に対して拡大側に設定するＴＥＬＥスイッチ４２、広角
側に設定するＷＩＤＥスイッチ４３と、ＣＣＤ１８ｂの
撮像範囲を上下、右左に移動させる、ＵＰスイッチ４
５、ＤＯＷＮスイッチ４６、ＲＩＧＨＴスイッチ４７、
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ＬＥＦＴスイッチ４８と、中心位置に戻すＣＥＮＴＥＲ
スイッチ４４がそれぞれ設けられて、操作指令スイッチ
ＳＷが構成されている。
【００２６】図５はＣＣＤ１８ａ、１８ｂの撮像信号が
入力されるＣＣＵ１９の内部構成を示す。この図５に示
すようにＣＣＵ１９はＣＣＤドライバ部５１を有し、こ
のＣＣＤドライバ部５１からＣＣＤ１８ａ、１８ｂにＣ
ＣＤドライブ信号を印加することにより、ＣＣＤ１８
ａ、１８ｂにより光電変換された撮像信号が出力され、
それぞれアンプ５２ａ、５２ｂで増幅された後、それぞ
れ映像処理部５３ａ、５３ｂに入力される。なお、ＣＣ
Ｄ１８ａ、１８ｂは各撮像面の前に、光学的に色分離す
るモザイクフィルタがそれぞれ取り付けてある。
【００２７】映像処理部５３ａ、５３ｂにより相関二重
サンプリング処理による信号成分の抽出、色分離等が行
われて映像信号が生成され、映像処理部５３ａ、５３ｂ
から出力される各映像信号は映像ミキサ部５４に入力さ
れ、２つの映像信号が混合される。
【００２８】また、映像ミキサ部５４にはコントローラ
部５５により制御されるグラフィックキャラクタ生成部
５６で生成された文字キャラクタやグラフィックキャラ
クタも入力され、映像信号にそのキャラクタも混合さ
れ、アンプ５７により増幅されてモニタ２１に出力され
る。コントローラ部５５はＣＣＤドライバ部５１、映像
処理部５３ａ、５３ｂ、映像ミキサ部５４に同期信号を
出力すると共に、その動作を制御する。
【００２９】また、このコントローラ部５５はＣＣＵ１
９に接続されるスイッチ、キーボード部５８と接続さ
れ、スイッチ、キーボード部５８の操作に応じて、グラ
フィックキャラクタ生成部５６を制御し、対応するグラ
フィックキャラクタを発生させる。なお、スイッチ、キ
ーボード部５８のキーボードの操作により、患者のＩ
Ｄ、名前等をモニタ２１に出力することができる。
【００３０】なお、図１に示すようにＣＣＵ１９が視野
移動制御装置２８と接続され、視野移動制御装置２８に
入力される操作指令スイッチＳＷによる視野移動信号を
コントローラ部５５に入力した場合には、コントロール
部５５はＣＣＤ１８ａにおける撮像エリア内におけるＣ
ＣＤ１８ｂによる撮像エリアの位置（及び範囲）を示す
グラフィックキャラクタを発生させ、例えば図７に示す
ように表示面２１ａに枠状キャラクタＫを表示する。ま
た、このＣＣＵ１９には外部信号入力Ｉ／Ｆ部５９が設
けてあり、この外部信号入力Ｉ／Ｆ部５９に外部からの
映像信号を入力して、映像ミキサ部５４により混合して
モニタ２１に出力することもできるようにしている。
【００３１】本実施の形態では、以下で説明するように
ＣＣＤ１８ａ、１８ｂの撮像面のアスペクト比（具体的
には３：４）に対してモニタ２１の表示面２１ａのアス
ペクト比（具体的には９：１６）を横長にしている。そ
して、この横長の表示面２１ａに２つのＣＣＤ１８ａ、
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１８ｂで撮像した画像を各画像の一部が隠れるようなこ
となく、表示面２１ａの略画面一杯に同時に表示するよ
うにしている。
【００３２】このため、例えばＣＣＤ１８ａ、１８ｂの
縦方向の画素数を表示面２１ａの垂直表示画素数（或い
は走査線数）と同じ値に設定している。そして、ＣＣＤ
１８ａに対する信号処理を行う映像処理部５３ａでは色
分離処理等して、表示面２１ａの垂直表示画素数と同じ
垂直画素数の画像に対応する映像信号を生成し、その映
像信号を映像ミキサ部５４に出力する。
【００３３】一方、ＣＣＤ１８ｂに対する信号処理を行
う映像処理部５３ｂでは色分離処理等して、生成した映
像信号を、縦及び横方向に間引いて、縦及び横方向に１
／３に縮小した画像にする処理を行い、この処理した画
像を映像ミキサ部５４に出力する。そして、映像ミキサ
部５４は、２つの画像を水平方向（横方向））に隣接す
るように混合してモニタ２１に出力することにより、図
７に示すようにＣＣＤ１８ａで撮像した画像Ｇ１とＣＣ
Ｄ１８ｂで撮像した画像の縮小画像Ｇ２とを横方向に並
べて表示面２１ａの横長の画面にほぼ一杯に表示できる
ようにしている。
【００３４】図６は各ＣＣＤ１８ａ，１８ｂで撮像され
る内視鏡像の範囲で示す。内視鏡３による円形の視野Ｒ
０の内、広角光学系２３ではＲ１の範囲を、拡大光学系
２４ではその内部の一部の範囲Ｒ２を撮像する。この範
囲Ｒ２は拡大光学系２４が駆動モータ２５により前後に
移動されると、その範囲Ｒ２のサイズが変化する。
【００３５】また、ＣＣＤ１８ｂが駆動モータ２７ａ、
２７ｂにて動かされることで、拡大光学系２４によりＣ
ＣＤ１８ｂで撮像される範囲Ｒ２が例えば図６に示すよ
うに移動する。
【００３６】また、本実施の形態では、ＣＣＤ１８ａ、
１８ｂで撮像した画像をモニタ２１の表示面２１ａには
図７に示すように親子画像で表示するようにしている。
この場合、本実施の形態におけるモニタ２１の表示面２
１ａは、その縦：横、つまりアスペクト比が９：１６の
ものが採用されており、またＣＣＤ１８ａ、１８ｂの撮
像面のアスペクト比は３：４のものが採用されている。
【００３７】そして、ＣＣＤ１８ａで撮像した画像Ｇ１
は表示面２１ａにおける９：１６の内の９：１２の表示
部分Ｍ１に（例えば左詰めで）縦画面のサイズ一杯に表
示される。
【００３８】ＣＣＤ１８ａの画像Ｇ１を表示部分Ｍ１で
表示した場合には、表示面２１ａには９：４の表示部分
が残り、この表示部分を縦方向で３分割して、３：４の
表示部分Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４を３つ設け、その内の例えば
最も下の表示部分Ｍ２にはＣＣＤ１８ｂで撮像した画像
の縮小画像（具体的には縦及び横方向にそれぞれ１／３
に縮小した画像）Ｇ２を表示する。
【００３９】また、中央の表示部分Ｍ３には、ＣＣＤ１
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８ａの撮像範囲におけるＣＣＤ１８ｂの撮像範囲を示す
グラフィックを、最上部の表示部分Ｍ４には患者のＩ
Ｄ、名前、検査日、外部の図示しない気腹装置による気
腹圧等のステータス情報を表示するようにしている。
【００４０】このように本実施の形態では、表示面２１
ａのアスペクト比を撮像素子としてのＣＣＤ１８ａ、１
８ｂの撮像面のアスペクト比よりも横長に設定している
ことが特徴となっている。
【００４１】このように設定することにより、図７に示
すように一方の撮像素子（具体的にはＣＣＤ１８ａ）で
撮像した画像を表示面２１ａの縦方向の画面サイズ一杯
に表示し、この表示によりその右側に空白部分が残り、
その部分に他方の撮像素子で撮像した画像等を、互いの
画像の一部が隠れるような事無く表示することができ
る。
【００４２】この場合、表示面２１ａのアスペクト比が
撮像素子のアスペクト比と同じ３：４であると、一方の
画像を表示面の縦方向の画面一杯に表示すると、一方の
画像で残りの表示エリアが無くなってしまうので、他方
の画像を表示する場合には、一方の画像の表示エリアを
削って表示することが必要となるが、本実施の形態では
そのように削って表示しなくても済むメリットがあり、
表示装置の横長の表示面を有効に利用できる（ようにし
ている）。
【００４３】このような構成の内視鏡装置１の作用を説
明する。図１に示すように設定して、内視鏡３による観
察下で、外科手術等を行える状態に設定する。
【００４４】この場合、広角光学系２３によりＣＣＤ１
８ａで撮像された画像Ｇ１が、図７に示すようにモニタ
２１の表示面２１ａにおける９：１２の部分Ｍ１に処置
しようとする被写体１２と共に処置具６の先端の処置部
６ｂを捉えた状態で親画面として表示される。
【００４５】また、この表示面２１ａの右下の部分Ｍ２
には、ＣＣＤ１８ｂにより撮像された画像Ｇ２が子画面
として表示される。また、この場合、親画面の撮像範囲
におけるどの部分であるかがその上の部分Ｍ３にグラフ
ィックにより表示されている。従って、術者は子画面が
どの位置を撮像しているかを容易に確認することができ
る。この場合、親画面の一部を削るようなことなく、表
示面２１ａの表示エリアを撮像素子による画像の表示等
に有効に利用できる。
【００４６】このような表示状態において、子画面とし
て他の部分を観察したいと望む場合、例えば処置しよう
とする被写体を詳しく観察することを望む場合には、操
作指令スイッチＳＷを操作する。
【００４７】例えば、ＴＶカメラ１７に設けたジョイス
ティック３７ａを操作することにより、その操作の指令
信号は視野移動制御装置２８に入力され、この視野移動
制御装置２８は、入力された指令信号に応じて移動機構
２６を構成する駆動モータ２７ａ、２７ｂを駆動して、
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ＣＣＤ１８ｂをジョイスティック３７ａにより操作され
た方向に移動させることができ、所望とする観察対象部
分を観察することができる。この場合、ＣＣＤ１８ａに
よる撮像範囲内において、ＣＣＤ１８ｂによる撮像位置
及び撮像範囲の部分がＭ２のグラフィックにより表示さ
れているので、所望とする部分を観察しようとして移動
する方向等を簡単に確認でき、操作性を向上できる。ま
た、その子画面の一部をより拡大して観察することを望
む場合には、ＴＥＬＥスイッチ３６ａを操作することに
より、拡大観察することができる。
【００４８】このように本実施の形態によれば、表示面
２１ａを撮像素子の撮像面のアスペクト比よりも横長に
設定して、一方の撮像素子による画像を表示面２１ａの
縦方向に一杯に表示し、残りの部分に他方の撮像素子に
よる画像をそのアスヘクト比を保った状態で縮小して表
示することにより、いずれの画像も一部が隠れてしまう
ようなことなく、同時に表示できる。
【００４９】図８は第１変形例における表示例を示す。
この変形例では一方のＣＣＤ１８ａとして、その撮像面
のアスペクト比が１：１、つまり正方形のものを用いた
場合における表示面２１ａでの表示例を示す。
【００５０】この場合にはＣＣＤ１８ａによる画像Ｇ１
を表示面２１ａの左側の９：９の表示部分Ｍ１にその縦
画面一杯に表示し、その表示における残りの部分、つま
り画像Ｇ１の右側の９：７の表示部分における例えば下
側の略５：７（厳密には、５．２５：７）の表示部分Ｍ
２にＣＣＤ１８ｂによる画像を少し縮小した縮小画像Ｇ
２を表示し、その上の表示部分Ｍ３に患者のＩＤ等の情
報とＣＣＤ１８ａの撮像範囲におけるＣＣＤ１８ｂによ
る撮像範囲を示すグラフィックを表示する。
【００５１】この変形例では、親画像の表示部分Ｍ１に
対する子画像の表示部分Ｍ２とのサイズは図７の場合に
比べて大きくなっており、術者が広角光学系２３による
画像Ｇ１の一部を拡大して観察しようとした場合に拡大
光学系２４による拡大率を大幅に上げなくても、縮小画
像Ｇ２から所望とする一部を十分に拡大観察することが
できる。その他は上述した場合と同様の効果を有する。
【００５２】また、図９は第２変形例における表示例を
示す。この変形例では２つのＣＣＤ１８ａ、１８ｂとも
その撮像面のアスペクト比が１：１、つまり正方形のも
のを用いた場合における表示面２１ａでの表示例を示
す。
【００５３】この場合にはＣＣＤ１８ａによる画像Ｇ１
を表示面２１ａの左側の９：９の表示部分Ｍ１にその縦
画面一杯に表示し、その右側の９：７の表示部分におけ
る例えば下側の７：７の表示部分Ｍ２にＣＣＤ１８ｂに
よる画像を少し（７／９に）縮小した縮小画像Ｇ２で表
示し、その上の表示部分Ｍ３に患者のＩＤ等の情報を表
示する。
【００５４】なお、図７或いは図９のように２つの撮像
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素子のアスペクト比が同じである場合には、ＴＶカメラ
１７やキーボード等に図示しない画像表示入れ替えスイ
ッチ等を設け、そのの操作により、画像Ｇ１とＧ２との
表示位置を入れ替えられるようにしても良い。
【００５５】［付記］
０．被写体を撮像する第１の撮像手段と、被写体を撮像
する第２の撮像手段と、前記第２の撮像手段の視野を変
更する視野変更手段と、前記第１の撮像手段から出力さ
れる第１の撮像信号と前記第２の撮像手段から出力され
る第２の撮像信号と同時表示する表示手段とを備えたこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【００５６】１．内視鏡に設けた２つの撮像素子で撮像
した２つ画像を、表示装置の同一の表示面に同時に表示
する内視鏡装置において、表示装置の表示面の縦：横の
アスペクト比を２つの撮像素子の撮像面のアスペクト比
よりも横長にして、一方及び他方の撮像素子の撮像面で
それぞれ撮像された第１及び第２画像とを前記表示面の
横方向の表示面に略一杯となるように、少なくとも一方
の画像の表示サイズを、そのアスペクト比を保持して変
更可能としたことを特徴とする内視鏡装置。
【００５７】２．前記第１及び第２画像における少なく
とも一方の画像は前記表示面の縦方向のサイズ一杯に表
示されるようにしたことを特徴とする付記１記載の内視
鏡装置。
３．前記２つの撮像素子における一方の撮像素子は、移
動機構により撮像面の位置が移動可能である付記１記載
の内視鏡装置。
４．前記２つの撮像素子における一方の撮像素子は、変
倍可能な光学系により撮像される画像の倍率の変更が可
能である付記１記載の内視鏡装置。
５．前記表示装置のアスペクト比は９：１６であり、前
記２つの撮像素子の撮像面のアスペクト比は３：４か、
１：１である付記１記載の内視鏡装置。
【００５８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、２
つの画像を同一の表示装置に表示させる場合に、互いの
画像が隠れること無く、表示することが可能となる。ま
た、撮像系と表示系の縦：横比が異なる場合でも表示画
面を有効に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態の内視鏡装置の全体構成
を示す図。
【図２】内視鏡及びＴＶカメラの内部構成を示す概略
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図。
【図３】ＴＶカメラ及び処置具の操作指令スイッチの構
成例を示す図。
【図４】視野移動制御装置に設けた操作指令スイッチの
構成例を示す正面図。
【図５】カメラコントロールユニットの電気処理系の構
成を示すブロック図。
【図６】２つの撮像素子による撮像範囲を示す図。
【図７】モニタの表示面による画像の表示の詳細を示す
図。
【図８】第１変形例におけるモニタの表示面での画像の
表示例を示す図。
【図９】第２変形例におけるモニタの表示面での画像の
表示例を示す図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…腹部
３…内視鏡
５…挿入部
６…処置具
８…ライトガイドケーブル
９…光源装置
１２…被写体
１３…対物レンズ
１４…リレーレンズ系
１５…接眼部
１７…ＴＶカメラ
１８ａ、１８ｂ…ＣＣＤ
１９…ＣＣＵ
２１…モニタ
２１ａ…表示面
２３…広角光学系
２４…拡大光学系
２５…駆動モータ
２６…移動機構
２７ａ、２７ｂ…駆動モータ
２８…視野移動制御装置
５１…ＣＣＤドライバ
５３ａ、５３ｂ…映像処理部
５４…映像ミキサ部
５６…グラフィックキャラクタ生成部
Ｇ１、Ｇ２…画像
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F-TERM分类号 2H040/BA03 2H040/CA21 2H040/DA02 2H040/DA42 2H040/GA01 2H040/GA11 4C061/AA24 4C061
/CC06 4C061/DD01 4C061/LL03 4C061/LL08 4C061/NN01 4C061/NN05 4C061/PP09 4C061/PP12 
4C061/SS30 4C061/WW03 4C061/WW10 5C022/AA09 5C022/AB46 5C022/AB62 5C022/AB65 5C022
/AC32 5C022/AC33 5C022/AC42 5C022/AC69 5C022/AC74 5C054/AA01 5C054/CA04 5C054/CB02 
5C054/CC07 5C054/CF08 5C054/CG08 5C054/CH01 5C054/EA01 5C054/EA05 5C054/FA00 5C054
/FB03 5C054/FE11 5C054/HA12 4C061/GG13 4C161/AA24 4C161/CC06 4C161/DD01 4C161/GG13 
4C161/LL03 4C161/LL08 4C161/NN01 4C161/NN05 4C161/PP09 4C161/PP12 4C161/SS30 4C161
/WW03 4C161/WW10 5C122/DA26 5C122/EA42 5C122/FA06 5C122/FB03 5C122/FB13 5C122/FB15 
5C122/FB16 5C122/FC01 5C122/FC04 5C122/FE02 5C122/FG02 5C122/FG15 5C122/FH07 5C122
/FH18 5C122/FK37 5C122/FK42 5C122/FL05 5C122/GE03 5C122/GG10 5C122/GG11 5C122/HA42 
5C122/HA50 5C122/HA82 5C122/HB05

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜设备，该设备能够在同一监视器上显示两个图像而不会隐藏彼此的屏幕。 解决方案：在安装在内窥
镜3上的电视摄像机17中，使用CCD 18a，该CCD 18a布置在广角光学系统的成像位置，通过放大光学系统24成像的位置以及移动
机构26上。 布置可移动CCD 18b，并且其图像拾取输出由CCU 19进行信号处理，并且通过其内部的图像混合器部分进行混合，并

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9cf22035-3a56-4d75-9832-4456824f3382
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018956577/publication/JP2002291692A?q=JP2002291692A


且比两个CCD 18a和18b的图像拾取表面上的长宽比长3：4。 通过CCD 18a的图像G1被显示在监视器21上，该监视器21具有在全
垂直方向上具有9:16的纵横比的显示表面21a，并且通过减小纵横比的尺
寸，在剩余的显示部分上显示通过CCD 18b的图像G2。 图像彼此相邻显
示，因此可以显示它们而不会模糊彼此的图像。


